
火あそびはぜったいしない火あそびはぜったいしないよよ
小さ　小さなな半纏 半  纏 を身にまとっを身にまとったた「ちびっこ火消し」たち「ちびっこ火消し」たち。。山山

はんてはん てんん

田幼稚園（小林福一園長・園田幼稚園（小林福一園長・園児児６７６７人）の幼年消防クラブ人）の幼年消防クラブ
がが、、４４月月１１８８日に行われた町消防演習日に行われた町消防演習ででかわいい遊戯を見かわいい遊戯を見
せてくれました。【関連記事２～３㌻せてくれました。【関連記事２～３㌻】】

No

9 62

CONTENTS

町消防演習町消防演習 ■■２ ～～■■３ 
悩み、聞かせてください悩み、聞かせてください ■■４ 
農業委員会だより農業委員会だより ■■６ 
みんなのスペースみんなのスペース ■■８ ～～■■９ 
町のわだい町のわだい ■■１０ ～～■■１１ 



【２】

の
入
団
者
　
人
を
代
表
し
て
第
８
分

１８

団
の
甲
斐
谷
 陽
  平
 さ
ん
（
山
田
・
　

よ
う
 へ
い

２０

歳
）
が
声
高
ら
か
に
宣
誓
を
読
み
上

げ
る
と
、
会
場
は
 凛
 と
し
た
雰
囲
気

り
ん

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
消
防
団
員
が
小
隊
訓

練
や
消
防
操
法
（
水
出
し
操
法
）
を

機
敏
な
動
作
で
展
開
。
織
笠
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
を
行
い
、
地
域
で
の
緊
急
事
態

に
備
え
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
し
て
き
た

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ほ
ほ
笑
ま

し
い
遊
戯
で
演
習
に
花
を
添
え
た
山

田
幼
稚
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、

「
火
遊
び
は
ぜ
っ
た
い
し
ま
せ
ん
、

さ
せ
ま
せ
ん
」
と
元
気
に
火
災
予
防

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
船
越
地
区
内
の
国
道
　４５

号
で
行
わ
れ
た
分
列
行
進
で
は
、
団

員
ら
が
統
制
の
取
れ
た
陣
容
を
披
露
。

船
越
漁
港
に
会
場
を
移
し
行
わ
れ
た

放
水
訓
練
で
は
、
火
消
し
の
士
気
も

そ
の
ま
ま
に
高
々
と
何
本
も
の
水
の

柱
を
上
げ
、
集
ま
っ
た
町
民
や
関
係

者
に
町
消
防
団
の
総
合
力
と
心
意
気

を
示
し
ま
し
た
。

　
４
月
　
日
、
町
消
防
団
（
菊
地
 　
  

た
み

１８

 雄
 団
長
・
団
員
数
３
５
１
人
）
の
消

お防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
７
時
半
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図

に
、
主
会
場
と
な
っ
た
山
田
南
小
校

庭
に
は
町
消
防
団
、
山
田
町
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
連
合
会（
阿
部
 美
  惠
 会
長
）

み
 

え

な
ど
、
関
係
者
約
６
０
０
人
が
集
結
。

　
開
会
行
事
で
は
、
統
監
の
沼
崎
喜

一
町
長
が
「
近
い
将
来
高
い
確
率
で

発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
宮
城
県
沖
地

震
に
備
え
、
災
害
発
生
に
お
け
る
迅

速
な
情
報
伝
達
体
制
や
円
滑
な
避
難

支
援
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
情

報
を
十
分
に
把
握
し
て
い
る
消
防
団

員
の
 牽
  引
 力
が
必
要
不
可
欠
。
地
域

け
ん
 い
ん

密
着
性
・
即
時
対
応
力
・
要
員
動
員

力
と
い
っ
た
消
防
団
の
機
能
と
特
性

は
地
域
防
災
の
要
で
あ
り
、
今
後
も

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
よ

り
一
層
ご
尽
力
願
い
た
い
」
と
訓
示

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
消

防
活
動
に
尽
力
し
て
き
た
団
員
ら
の

功
労
や
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。
入
・

退
団
者
の
辞
令
交
付
式
で
は
、
今
年

消
防
庁
長
官
表
彰
　

▽
永
年
勤
続
功
労
章
　
芳
賀
孝
（
団

本
部
分
団
長
）

県
知
事
表
彰
　

▽
功
績
章
　
大
久
保
章
雄
（
１
分
団

長
）
　
木
村
義
永
（
　
分
団
長
）　
山

１１

﨑
光
一
（
１
分
団
副
分
団
長
）　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
　

▽
精
績
章
　
芳
賀
孝
（
団
本
部
分
団

長
）
　

▽
勤
続
章
　
鳥
居
福
夫
（
団
本
部
副

分
団
長
）
　
木
村
義
永
（
　
分
団
長
）

１１

山
根
和
夫
（
３
分
団
副
分
団
長
）

豊
間
根
由
記
雄（
　
分
団
副
分
団
長
）

１２

佐
々
木
正
之
（
　
分
団
部
長
）
　

１２

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
　

▽
功
労
章
　
佐
賀
祐
司
（
団
本
部
副

分
団
長
）　

▽
功
績
章
　
大
久
保
章
雄
（
１
分
団

長
）　
佐
々
木
健
明
（
７
分
団
長
）　

木
村
義
永
（
　
分
団
長
）
　

１１

▽
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
表
彰
　
佐
藤

節
子
（
山
田
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連

合
会
常
任
委
員
）

▽
内
助
功
労
章
　
昆
典
子
（
４
分
団

長
令
夫
人
）　

町
長
表
彰
　

▽
勤
続
章
　
佐
々
木
元
光
（
２
分
団

部
長
）　
中
村
秀
一
（
５
分
団
班
長
）

箱
石
寛
幸（
　
）
　
佐
々
木
郁
雄（
　
）

１０

１０

浜
長
剛
（
　
）
１２

▽
功
績
章
　
福
舘
宏
也（
１
）　
佐
々

木
敏
（
１
）　
橋
端
大
助
（
２
）　
佐

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

船越漁港で行われた放水訓練

平
成
 　
 年
町
消
防
演
習

２２



【３】

藤
昌
義
（
３
）
　
佐
々
木
隆
義
（
３
）

昆
省
吾
（
４
）
　
佐
々
木
剛
（
４
）　

苔
野
真
行
（
４
）
　
中
村
貴
昭
（
５
）

山
﨑
典
博
（
６
）
　
山
田
宜
幸
（
６
）

村
田
幸
一
（
９
）　
佐
藤
雅
哉
（
９
）

堀
合
正
幸
（
９
）　
柏
谷
貴
文
（
　
）
１０

鈴
木
幸
次
（
　
）　

１１

▽
感
謝
状
　
野
田
實
（
防
火
水
槽
築

造
土
地
提
供
者
）　
坂
本
安
子（
内
助

功
労
者
）

県
消
防
協
会
宮
古
地
区
支
部
長
表
彰

▽
精
錬
証
　
佐
々
木
敏
明（
１
）　
山

﨑
洋
（
１
）　
山
崎
真
（
１
）　
佐
々

木
盛
一（
２
）
　
佐
藤
太（
９
）
　
 
々

木
克
昭
（
　
）
　
芳
賀
健
一
（
　
）　

１０

１１

佐
々
木
光
浩
（
　
）　

１１

▽
勤
続
証
　
山
崎
健
裕（
１
）　
山
﨑

潔（
１
）　
佐
々
木
克
博（
１
）　
佐
々

木
千
秋
（
３
）
　
平
石
勉
（
９
）　
畠

山
達
哉
（
　
）
　
木
村
利
之
（
　
）　

１１

１１

勝
山
寿
也（
　
）
　
佐
々
木
哲
也（
　
）

１１

１１

尾
形
広
幸
（
　
）
　
福
士
善
幸
（
　
）

１１

１２

斎
藤
馨
（
　
）
　

１３

町
消
防
団
長
表
彰
　

▽
精
績
章
　
黒
沢
一
成（
１
）　
清
水

馨
（
２
）　
佐
藤
賢
一
（
２
）　
秋
田

浩
美
（
３
）
　
橋
浦
恒
一
（
４
）
　
葈

沢
寛
樹
（
６
）
　
鎌
田
雅
和
（
７
）　

阿
部
愛
（
７
）
　
佐
々
木
智
博
（
８
）

湊
謙
一
（
８
）　
内
舘
徹
（
９
）　
佐

藤
信
夫
（
９
）　
芳
賀
暁
洋
（
　
）
　

１１

▽
無
火
災
表
彰
　
第
３
分
団
（
５
年

間
）　
第
７
分
団
（
５
年
間
）　
第
８

分
団
（
３
年
間
）

※（
　
）
内
は
分
団
名
な
ど
・
敬
称
略

①統制のとれた陣容を披露した分列行進／②団員の士気を高め
るラッパ隊／③きびきびとした動作で行われた消防操法／④織
笠婦人防火クラブによる救急訓練

①

④

②

③

訓練の成果を存分に披露



る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
「
う
つ
状
態
」
で
す
。

多
く
は
時
間
の
経
過
や
気

分
転
換
で
ま
た
元
気
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

状
態
が
長
く
続
き
生
活
や

仕
事
に
支
障
が
出
て
く
る

心
の
病
が
「
う
つ
病
」
で
す
。

　
う
つ
病
に
な
る
と
、
主

に
次
の
よ
う
な
自
覚
症
状

が
出
ま
す
。

▽
心
の
変
化
　
気
分
が
沈

む
、
自
分
を
責
め
る
、

も
の
ご
と
が
決
め
ら
れ

底
的
に
聴
き
役
に
ま

わ
り
、
静
か
に
聴
き

こころの健康相談統一ダイヤル

　察0570－064556
　【時間】　午前９時～午後４時半

　　　　　（土曜・日曜・祝日は休み）
　

盛岡いのちの電話

　察019－654－7575
　【時間】　正午～午後９時

　　　　　（日曜日は正午～午後６時）
　

宮古保健所

　察64－2218
　【時間】　午前９時～午後４時半

　　　　　（土曜・日曜・祝日は休み）
　

町健康福祉課健康づくり係

　察82－3111（内線144）
　【時間】　午前８時半～午後５時

　　　　　（土曜・日曜・祝日は休み）

　
皆
さ
ん
は
「
気
持
ち
が
落
ち
着
か

な
い
」「
や
る
気
が
起
こ
ら
な
い
」「
訳

も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」

な
ど
と
、
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
人
は
誰
で
も
、
憂
う
つ
な
気

分
に
な
っ
た
り
落
ち
込
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
あ
る
も
の
。
そ
ん
な
と
き
に

は
ち
ょ
っ
と
一
休
み
し
て
、
気
分
転

換
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
が

長
く
続
き
、
ど
う
し
て
も
気
分
が
晴

れ
な
い
と
き
は
、
誰
か
に
話
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
悩
み
を
口
に
出
し
て

あ
な
た
の
心
健
康
で
す
か

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
、
心

の
健
康
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
ひ
と
つ
が
、「
心
の
か
ぜ
」
と
も

い
わ
れ
る「
う
つ
病
」。
決
し
て
珍
し

い
病
気
で
は
な
く
、　

人
に
１
人
が

１５

一
生
の
う
ち
に
経
験
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
人
間
は
誰
で
も
悲
し
い
こ
と
や
失

敗
を
経
験
し
て
憂
う
つ
な
気
分
に
な

［こころの健康相談窓口］

な
い
、
や
る
気
が
出
な
い
、
興
味
・

関
心
が
無
く
な
る
な
ど

▽
体
の
変
化
　
不
眠
、
食
欲
不
振
、

体
重
減
少
、
全
身
が
だ
る
い
、
味

覚
の
異
常
な
ど

　
ま
た
、
周
囲
の
人
が
気
付
く
サ
イ

ン
と
し
て
は
▽
以
前
と
比
べ
て
表
情

が
暗
く
元
気
が
な
い
▽
体
調
不
良
の

訴
え
が
多
く
な
る
▽
仕
事
や
家
事
の

能
力
が
低
下
し
ミ
ス
が
増
え
る
▽
周

囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

▽
遅
刻
や
早
退
、
欠
勤
（
欠
席
）
が

増
え
る
▽
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
外
出

を
し
な
く
な
る
▽
飲
酒
の
量
が
増
え

る
―
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
人
は
、

う
つ
病
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
丈
夫
。
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
。

悩
み
、
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

続
け
る
こ
と
。
つ
い
「
頑
張
れ
」
と

声
を
掛
け
た
く
な
り
が
ち
で
す
が
、

励
ま
し
の
言
葉
が
逆
効
果
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
相
手
の

気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
き
た
ら
、
病

院
の
受
診
や
上
記
の
窓
口
へ
の
相
談

を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

み
れ
ば
、
き
っ
と
気
持
ち
が
楽
に
な

る
は
ず
で
す
。

う
つ
病
は
治
る
病
気
で
す

　
う
つ
病
は
、
適
切
な
治
療
と
十
分

な
休
養
で
８
割
の
人
が
直
り
ま
す
。

　
心
の
健
康
は
個
人
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

見
守
り
や
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

も
し
、
周
り
の
誰
か
が
し
ば
ら
く
元

気
が
な
か
っ
た
ら
、
話
を
聞
い
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
大
切
な
の
は
、
徹

役
に
立
て
る
人
が
い
ま
す

　
悩
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
一
概
に
す

ぐ
に
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
人
で
思

い
悩
ん
で
い
た
問
題
で
も
、
一
緒
に

考
え
れ
ば
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
悩
み
が
あ
っ
た

ら
、
ま
ず
は
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

窓
口
」
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
役
に
立
て
る
人
は
、
必

ず
い
ま
す
。
そ
の
悩
み
、
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【４】



【５】

町長交際費と旅費・
食糧費の執行状況

　情報公開制度をご存じですか――。これは、皆さんが

町の行政文書を実際に見たり、その写しを求めたりする

権利を保障する制度で、町政への理解を深めてもらい、

より公正で透明な行政運営を目指すものです。行政文書

の開示（閲覧、写しの交付など）は請求により行われま

す。同制度の利用を希望する方は、町総務課で請求手続

きを行ってください。行政文書を開示する場合、閲覧は

無料ですが、写しや電磁的記録の複製物の交付などを希

望する場合は有料となります。

　なお、すべての行政文書は開示することが原則ですが、

法律などで開示できないとされている文書や個人のプラ

イバシーを侵害する恐れのあるものなどは開示しない場

支出額（千円）件　　　数
項　　　　目

累　計当期分累　計当期分

505708112総会・大会などの祝い金

21058349会　　費・負 担 金 

30010寸 志 な ど

0000激 励 金

10010見 舞 金

1312082折　　衝・懇　　談

50050香 典

0000土 産 品

93614813023合 計

◆町長交際費の執行状況

◆旅費・食糧費の執行状況 （単位：千円）

食　糧　費旅　　　費
課　　　　名

累　計当期分累　計当期分

4191103,598284総 務 課

793968135企 画 財 政 課

0027924税 務 会 計 課

19961,763265産 業 振 興 課

319715127住 民 生 活 課

77721,459207保 健 福 祉 課

00830112地 域 整 備 課

29107,2371,446消 防 防 災 課

5032375水 道 事 業 所

42131,434202議 会 事 務 局

1917628選挙管理委員会事務局

0018830監査委員事務局

00483113農業委員会事務局

64152,763422教育委員会事務局

2,09816522,1023,450合 計

平成２１年度第４四半期

不　　服
申し立て

決　　　　定請求
件数

実施機関名
非開示部分開示全部開示

0001010町 長

00000教 育 委 員 会

00000選挙管理委員会

00000監 査 委 員

00000農 業 委 員 会

00000
固定資産評価

審 査 委 員 会

00000議 会

0001010計

◆平成２１年度の公開請求の状況

合があります。

　平成２１年度の公開請求の状況は上表のとおりです。同

制度について詳しくは、町総務課情報係（察８２－３１１１内

線４１６）へお尋ねください。

ご存じですか

　
町
長
交
際
費
は
、

町
長
が
行
政
執
行

上
必
要
な
外
部
と

の
交
際
に
要
す
る

経
費
で
す
。　

年
２１

度
決
算
額
（
見
込

み
）
と
な
る
全
体

で
は
、
１
３
０
件

分
、　

万
６
千
円

９３

が
支
出
さ
れ
、
そ

の
う
ち
当
期
分
の

執
行
額
は
　
万
８

１４

千
円
（
　
件
）
で

２３

　
町
で
は
、
公
正
で
透
明
な
町
政
を
運
営
す
る
た
め
、
四

半
期
ご
と
に
町
長
交
際
費
と
旅
費
・
食
糧
費
の
執
行
状
況

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
平
成
　２１

年
度
予
算
（
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
）

の
第
４
四
半
期
分
（
１
月
１
日
～
３
月
　
日
）
で
す
。

３１

す
。
主
な
も
の
は
各
種
総
会
・
大
会

な
ど
の
祝
い
金
で
、　

年
度
は
　
件
、

２１

８１

　
万
５
千
円
が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

５０　
旅
費
は
、
職
員
な
ど
が
職
務
で
出

張
す
る
際
に
支
給
さ
れ
る
交
通
費
や

日
当
、
宿
泊
費
で
す
。
全
体
の
執
行

額
は
２
２
１
０
万
２
千
円
で
、
そ
の

う
ち
当
期
分
が
３
４
５
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
な
用
務
、
支
出
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
産
業
振
興
課
…
山
田
町
民
号
　
　１０

万
３
千
円
、
山
田
湾
産
魚
介
類
Ｐ

Ｒ
事
業
　
４
万
円

▽
住
民
生
活
課
…
全
国
消
費
者

フ
ォ
ー
ラ
ム
　
６
万
３
千
円

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
…
Ｂ
＆
Ｇ

全
国
サ
ミ
ッ
ト
　
４
万
７
千
円

　
食
糧
費
は
、
各
種
会
議
や
行
事

な
ど
の
際
に
必
要
な
賄
い
費
と
し

て
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。
全
体
の

執
行
額
は
２
０
９
万
８
千
円
で
、
そ

の
う
ち
当
期
分
は
　
万
５
千
円
と

１６

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
用
務
、
支
出

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
総
務
課
…
大
津
波
警
報
に
伴
う
非

常
炊
き
出
し
　
７
万
６
千
円

▽
産
業
振
興
課
…
山
田
町
民
号
　
１

万
８
千
円

　
　
◇
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
内
容
を
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

情
報
公
開
制
度
で
開
示
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
制
度
に
つ
い

て
は
、
下
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町の情報公開制度



【６】

　
任
期
満
了
に
伴
う
町
農
業
委
員
会

委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
向
こ
う
３

年
間
の
農
政
を
推
進
す
る
新
委
員
　１５

人
の
顔
ぶ
れ
が
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　
先
の
選
挙
で
無
投
票
当
選
を
果
た

し
た
　
人
に
加
え
、
町
議
会
か
ら
２

１０

人
、
新
岩
手
農
業
協
同
組
合
と
宮
古

地
域
農
業
共
済
組
合
、
山
田
町
土
地

地　区年齢氏　　名職　　名

荒　川７０阿　部　　　勲会　　長

豊間根

織　笠

山　田

荒　川

豊間根

織　笠

船　越

６８

５４

４８

５４

５９

５７

６１

伊　 　進　一

福　士　 慎 　
しん

 治 
じ

佐　藤　清　悦

斎　藤　みつ子

川　村　良　治

中　村　光　雄

藤　原　 長 　
ちょう

 一 
いち

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

〃

農
地
調
整
専
門
委
員
会

織　笠

石　峠

大　浦

荒　川

北浜町

大　沢

豊間根

６７

５７

６３

７３

７３

７２

６２

越　田　正一郎

豊間根　 幸 　 子 
さち こ

漉　磯　 健 　
けん

 治 
じ

佐々木　 清 　 通 
す みち

武　 　清　吉

福　士　 新  一  郎 
しん いち ろう

木　村　良　一

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

〃

農
政
専
門
委
員
会

一
町
長
か
ら
一
人
一
人
に
辞
令
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
新
し
い
委
員
に
よ
る
第

１
回
町
農
業
委
員
会
総
会
が
役
場
特

別
会
議
室
で
行
わ
れ
、
会
長
に
阿
部

 勲
 さ
ん（
　
）
＝
荒
川
＝
を
選
出
。
同

い
さ
お

７０

職
務
代
理
者
に
木
村
 良
  一
 さ
ん（
　
）

り
ょ
う
 い
ち

６２

＝
豊
間
根
＝
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
各
専
門
委
員
も
決
ま
り
、
農

地
調
整
専
門
委
員
長
に
伊
 
 進
  一
 さ

し
ん
 い
ち

ん
（
　
）
＝
豊
間
根
＝
、
農
政
専
門

６８

委
員
長
に
越
田
 正
  一
  郎
 さ
ん
（
　
）

し
ょ
う
 い
ち
 ろ
う

６７

＝
織
笠
＝
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
部
会
長
は
「
本
年
度
実
施
さ
れ

る
個
別
所
得
補

償
制
度
モ
デ
ル

対
策
は
、
農
政

の
大
き
な
転
換

期
と
な
り
ま
す
。

関
係
各
団
体
の

協
力
を
得
な
が

ら
適
切
な
農
地

行
政
に
努
め
、

安
定
的
な
農
業

経
営
の
確
立
を

目
指
し
て
い
き

ま
す
。
農
家
の

皆
さ
ん
の
期
待

専門委員会の構成

中 村 光  雄 
みつ お

（山田町議会推薦）

佐 藤 清  悦 
せい えつ

（新岩手農業協同組合推薦）

武  清  吉 
せい きち

（宮古地域農業共済組合推薦）

川 村 良  治 
りょう じ

（山田町土地改良区推薦）

新たに選任された委員

斎藤みつ子
（山田町議会推薦）

改
良
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１

人
の
計
５
人
の
推
薦
が
町

に
対
し
て
あ
り
、
町
で
は

こ
の
５
人
を
農
業
委
員
に

選
任
。
３
月
１
日
、
役
場

町
長
室
で
５
人
の
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
、
沼
崎
喜

借
り
の
促
進
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

通
じ
て
の
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効

利
用
に
努
め
る
な
ど
、
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
決

ま
っ
た
委
員
の
任
期
は
平
成
　
年
２

２５

月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
応
え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ

て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
は
地
域
に
お
け
る
農
業

者
の
世
話
役
を
担
い
、
農
地
の
貸
し

向
こ
う
３
年
間
の
新
体
制
が
決
ま
る

会
長
に
阿
部
勲
氏
を
選
出

　宮古市の岩城 創 さん（３１）が、荒川地区の
はじめ

ビニールハウスを借りて農業を始めます。

　ＩＴ関係の会社を辞めてオーストラリ

アを旅したとき、「食の大切さ」を痛感し

就農を決意したという岩城さん。帰国後、

農業への夢を募らせ、昨年４月から一関市

の農産会社で農業を学んでいます。町農

業委員の木村良一さんを通じて農地を探

し、５年ほど前から使われていないビニー

ルハウス３棟を農家から借り受けること

になりました。

　３月２９日、地域の農家や町農業委員ら２５

人がハウスに集まって枯れ草の刈り払い

などを手伝い、岩城さんの就農を歓迎しま

した。今後１年間かけて土壌作りなどを

行い、来春からはホウレンソウやネギなど

の野菜の有機栽培を始めます。

　荒川地区は農業者の高齢化により休耕

地が年々増えており、若手農業者の誕生に

地域の期待も高まっています。

宮古市の岩城さんが荒川で就農

若手農業者の誕生に期待
応
援
に
訪
れ
た
地
区
住
民
ら
と
作
業

に
汗
を
流
す
岩
城
さ
ん
（
写
真
右
）
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欣
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欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
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【７】

　
岩
手
県
緑
化
推
進
委
員
会
山
田
支

部
協
議
会
で
は
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
町
内

の
道
路
や
花
壇
な
ど
へ
の
多
年
草
や

木
の
植
栽
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
と
な
る

の
は
、
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

婦
人
会
、
学
校
な
ど
の
団
体
で
、
個

人
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
団
体

の
代
表
者
は
、
期
限
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
多
年
草
配
布
事
業

　
町
内
の
国
道
脇
花
壇
や
の
り
面
な

ど
に
多
年
草
を
植
栽
す
る
団
体
に
対

し
、
苗
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体
　
翌
年
以
降
も
継
続
し

て
植
え
付
け
や
管
理
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
町
内
の
団
体

▽
配
布
苗
種
　
シ
バ
ザ
ク
ラ
、
マ
ツ

バ
ギ
ク

▽
配
布
数
量
　
１
０
０
株
以
内
（
１

団
体
当
た
り
）

※
申
し
込
み
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

数
量
を
調
整
し
て
配
布
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
環
境
緑
化
木
無
償
配
布
事
業

　
ツ
ツ
ジ
や
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
木
を
、

町
内
の
集
会
施
設
や
道
路
な
ど
の
花

壇
に
植
栽
す
る
団
体
に
対
し
、
苗
木

を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体
…
植
栽
後
も
継
続
し
て

　
山
田
の
海
を
守
る
会
で
は
「
山
に

広
葉
樹
を
植
え
る
運
動
」
第
　
回
植

１０

樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
森
林
は
、
き
れ
い
な
水
を
提
供
し

た
り
、
洪
水
や
土
砂
災
害
を
防
い
だ

り
す
る
な
ど
、
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。「
山
に
広
葉
樹
を
植
え

る
運
動
」
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
な
が

ら
、
海
へ
と
つ
な
が
る
森
の
重

要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う

と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
織
笠
地
区
の
町
有
地

に
お
よ
そ
６
０
０
０
本
の
苗
木

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
回
目
と
な
る
今
回
は
船
越

１０
地
区
に
会
場
を
移
し
、
コ
ナ
ラ

や
ブ
ナ
な
ど
の
苗
木
８
０
０
本

の
植
樹
を
行
い
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
方
は
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

岩手県立
陸中海岸
青少年の家

展望台
森林総合公園

国道45号

至大槌町

至
山
田
町
内

ＪＲ
山
田
線

植樹祭
場所

集合場所
ロータリー
の森駐車場

緑あふれるまちづくり

　みんなの手で進めよう
自然の樹木や草花は、わたしたちの心を和ませ、癒やしてくれます。

緑であふれるまちづくりに、皆さんも参加してみませんか。

◆植樹祭の会場位置図

皆さんでご参加を（昨年度の植樹祭）

町
長
室
か
ら

　
今
年
の
消
防
演
習
は
、
４
月

の
中
旬
と
い
う
の
に
周
囲
の

山
々
が
積
雪
で
真
っ
白
に
な
る

よ
う
な
異
常
気
象
の
中
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
参
加

さ
れ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
裏

方
と
し
て
各
分
団
で
お
手
伝
い

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
訓
練
の
結

果
は
講
評
官
か
ら
最
大
級
の
評

価
を
い
た
だ
く
ほ
ど
立
派
な
も

の
で
あ
り
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
▼
放
水
訓
練
会

場
で
寒
さ
に
震
え
て
い
た
と
こ

ろ
へ
、
朗
報
が
飛
び
込
ん
で
き

て
一
瞬
に
胸
が
熱
く
な
る
思
い

で
し
た
。
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ

た
継
走
大
会
で
、
山
田
中
学
校

チ
ー
ム
が
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
の
で
す
。

新
聞
に
よ
る
下
馬
評
で
は
、
男

女
と
も
優
勝
候
補
の
一
角
に
は

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
主

力
選
手
を
欠
く
不
安
も
伝
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
素
晴
ら

し
い
結
果
を
残
し
た
選
手
た
ち

に
大
き
な
賛
辞
を
贈
り
ま
す
。

山
中
の
校
史
に
、
ま
た
輝
く
一

ペ
ー
ジ
を
書
き
加
え
ま
し
た
。

　
山
田
町
長
　
沼
崎
　
喜
一

多
年
草
な
ど
の
苗
を
配
布
し
ま
す

管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
町
内
の

団
体
（
植
栽
後
は
、
写
真
に
よ
る

植
栽
状
況
の
報
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
）

▽
配
布
樹
種
　
桜（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）、

ツ
ツ
ジ
、
ア
ジ
サ
イ
な
ど

５
月
９
日
に
植
樹
祭
を
開
催

※
配
布
す
る
苗
木
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
配
布
数
量
は
申
し
込

み
の
状
況
に
よ
り
調
整
し
ま
す
。

◆
配
布
時
期
　
６
月
下
旬

◆
申
込
期
限
　
５
月
　
日
１４

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
岩
手
県

緑
化
推
進
委
員
会
山
田
支
部
協
議

会
（
町
農
林
課
内
察
　－

３
１
１

８２

１
内
線
２
１
３
）
へ
ど
う
ぞ
。

▽
日
時
　
５
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～

▽
場
所
　
船
越
地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
の

森
付
近
（
町
有
地
）

▽
持
ち
物
　
ス
コ
ッ
プ
、
軍
手
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
　
山
田
の
海
を
守
る

会
事
務
局
（
町
町
民
課
内
察
　－８２

３
１
１
１
内
線
１
２
６
）
へ
。



おおかわ はると くん

（大沢保育園・６）

　救急車がかっこいいからおおきく
なったら救急車の運転士になりた
いです。ケガをした人がいたら病院
に運んであげたいな。

【８】

安全確保のため歩道延長を
　去る４月６日から１５日までの春の全国交通

安全週間を平穏のうちに終え大変喜ばしい事だ

と思う。加えて、わたしが何十年と交通安全運

動に携わってきた中で、歩行者の安全確保のた

め指摘し要望してきた長崎地区にある踏切と町

道前須賀－タブの木荘線への歩道整備が本年度

実施されることになり満足しています。春の全

国交通安全週間が始まる以前から、交通安全運

動の一環として交通安全施設の点検を国や県、

町などの関係機関と共に実施し、危険個所の指

摘、検証を行ってきたのですがなかなか改善さ

れませんでした。それが今回、指摘個所の整備

が決まりうれしく思います。しかし、船越小学

校児童の安全を確保するため、旧三浦医院－前

須賀松林付近まで歩道整備を延長してもらいた

いものです。

西舘昼（船越・？）

洩
谷
諏
訪
子（
　
）
１５

ま
え
や
ま
る
い（
６
）

船
越
未
栞（
６
）

蓮
猫（
　
）
１４

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｈ
Ｉ（
７
）

姫
神（
　
）
１４

ワーゲン（１１）

り
っ
こ
（
？
）

阿
部
想（
６
）

横
田
仁
衣
奈（
６
）

渡
辺
ま
り
ん（
７
）

さ
さ
か
い（
　
）
１０

川
村
拓
海（
　
）
１０

新
倉
月
菜（
　
）
１０

谷
地
織
佳（
９
）

湊一盛（６）
Ｔ
Ｚ（
　
）
１０

チ
ョ
ッ
パ
ー（
？
）

佐
々
木
美
歌（
９
）

佐
々
木
昻
大（
７
）   　

　
　
　
     （
　
）
１４

H
a
R
iN
E
Z
u
M
i　
　

佐
々
木
杏
子（
９
）

夜
桜
夏
子（
　
）
１３

川
村
け
ん
心（
７
）

聖
哭
螳
 （
　
）
１４

ア
オ
パ
ン
マ
ン
（
　
）
１２

　
　
　
　
　
　
（
？
）

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｋ
ＩＴ
Ｔ
Ｙ
　
　

阿
部
知
生（
７
）

OGURI◇NAO（７）

山
崎
寛
樹（
８
）

山
崎
栞（
　
）
１２

佐
々
木
有
加（
８
）

カ
ナ
ピ
ー（
７
）

オ
ト
モ
ア
イ
ル
ー（
　
）
１１

阿
部
　（
　
）

８６

１４



【９】

山田よいとこ好きな町（27）
（前号より続き）

　午後からは読み方の授業だった。教室は総ガラス窓に

なっていて暖かい日差しが入り心地よく、昼食でおなかも

一杯になっていたためつい居眠りでもしたのだろう。突然、

先生が大きな声でわたしの名前を呼び「今のところを読ん

でみろ」と言ったので、わたしはびっくりして立ち上がり

読本を持って読み出した。

　「ふけゆく夜の静けさよ、あらゆるものは闇という、黒き

とばりに覆われて、やすき眠りに入れるなり、一人目覚む

る古時計、拍子木のごとくカチカチと、寂しく時を刻みゆ

く、刻み刻みて明け方の、ニワトリ鳴けば夜のとばり、静

かに明けてほのぼのと、東の空は白みたり」

　この詩自体は記憶にあるのですが、何という作品名でど

なたが書いたものなのか分かりません。読本は町や県の図

書館にも無いそうなのでこの本をお持ちの方または、この

詩についてご存じの方がいらっしゃいましたらぜひ教えて

いただきたいと思います。日本の古き良き時代の思い出は

失いたくないものです。

ペンネーム・山田北州（山田・８８）

ほ
の
ぼ
の
と
春
こ
そ
空
に
ヒ
バ
リ
舞
う

桜
花
短
き
命
耐
え
抜
い
て

　
美
し
く
咲
き
惜
し
げ
な
く
散
り
ゆ
く

内
舘
洋
一
（
飯
岡
・
　
）
６６

春
浅
き
川
辺
に
咲
き
し
杯
に

　
女
神
酒
酌
む
お
お
う
し
ふ
ぐ
り

菊
地
孝
進
（
船
越
・
　
）
８８

二
人
と
も
物
忘
れ
す
る
近
ご
ろ
は

　
ボ
ケ
策
に
良
い
と
聞
き
卵
買
う

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
）

桜
花
夢
と
希
望
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

　
マ
マ
は
宇
宙
の
美
人
飛
行
士

大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
）
６５

岩
泉
真
マ
ス
大
漁
食
べ
た
い
な

佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
　
）
８４

　
５
月
の
空
「
忘
れ
て
な
ら
ぬ
空
」

五
月
晴
れ
の
空

あ
っ
た
か
い
空

楽
し
い
空

感
謝
の
空

希
望
と
命
の
空佐

藤
啓
子
（
船
越
・
　
）
３１

●１ ４月１８日に行われた平成２２年町

消防演習に集結した消防団員な

ど関係者は約冊人？

　佳６００人　加７００人　可８００人

●２ ５月９日、船越地区で開催され

る「山に広葉樹を植える運動」

は第冊回植樹祭？

　佳１回　加１０回　可１００回

●３ ３月２１日に本町で初開催された

ＪＲ東日本主催の日帰りイベン

トは「冊からハイキング」？

　佳家　加港　可駅

●４ 今号の「１歳になりました」に

登場している赤ちゃん５人のう

ち、男の子は何人？

　佳３人　加４人　可５人

【応募方法】　はがきに陰クイズの

答え隠住所韻氏名吋年齢を明記の

上、ご応募ください。全問正解者

の中から抽選で１０人に５００円の図

書カードをプレゼント。応募は一

人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所記載

不要）山田町役場広報クイズ係

【締め切り】　５月１９日（当日消印

有効）

☆前回の正解は①－Ｃ、②－Ｃ、

③－Ａ、④－Ｂでした。応募者数

は５３人で５２人が正解。抽選の結果

次の１０人が当せんしました。

川向町＝阿部真樹子（３５）　長崎

＝山﨑蓮（７）　北浜町＝伊藤真由

（１１）　船越＝山﨑茂（７３）、湊一盛

（６）　大浦＝鳥居夏和子（７）　織

笠＝佐々木はるひ（７）　大沢＝前

山瑠衣（？）　豊間根＝谷地織佳

（９）　宮古市＝横山龍（１３）

<敬称略>

◆投稿規程　試住所、氏名、年齢、
電話番号を明記。ペンネーム、匿
名での掲載を希望する方はその旨
をさらに付け加えてください試住
所、氏名が記入されていないもの
は掲載しません試営利・政治的活
動を目的としたものや、特定の個
人・団体をひぼう・中傷するもの
は掲載できません試４００字を超え
た投書は４００字程度まで添削いた
します。
◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）
山田町役場総務課情報係へどうぞ。

ワカメ養殖組合誕生までの概要（４）
（前号より続き）

　そんな折、われわれの理念を全面的に受け入れてくれ

る海があった。重茂漁協の川代海区である。われわれの

養殖方式はまだ研究段階だったため成功の可否も分から

なかったのだが、この方式で成功すれば川代の様相も一

変するだろうと重茂漁協が高く評価したのである。

　一方、地元でも小谷鳥事件以来、ワカメ養殖の話題も

多くなり養殖に対する気運も高まってきていたさなか、

「ワカメ養殖には特許権が設定されており、許可無く養

殖を行えば特許権の侵害になるため特許料を払わなけれ

ばならない」という話がどこからともなく入ってきた。

結局、特許料の総額５千円を支払ったようだったが、誰

が集金したのか分からず、集金した特許料も特許元まで

届かなかったとの噂もあった。（つづく）

山崎卓三（大浦・？）

伊
弉
諾（
　
）
１４

か
と
う
み
お（
７
）

ＡＡＡ（１２）

ＫＡ－ＮＯ（９）

ウォルトくん（１１）



【１０】

「駅からハイキング」本町で初開催

自然や文化に触れ山田を満喫

　ガールスカウト岩手県第２８団（織笠 貞 団委員長・団員
てい

１７人）が、町に１０,０００円を寄付しました。昨年の１１月に

行われたチャリティーバザーでの収益金の一部を贈った

もので、３月３１日に役場町長室で行われた贈呈式には同

団から９人が出席。団を代表し山﨑 彩  音 さん（山田中１
あや ね

年）が「チャリティーバザーの売り上げを寄付します。

困っている人たちのために役立ててください」と沼崎喜

一町長に寄付金を手渡しました。沼崎町長は「毎年の皆

さんの善意に感謝します。町の福祉のために大切に使わ

せていただきます」とお礼を述べました。

　３月２１日、本町では初めてとなるＪＲ東日本主催の日

帰り旅行「駅からハイキング」が行われました。これは、

全国のＪＲ各駅を出発点に名所などを徒歩で探訪するイ

ベントで、「 牡  蠣 の町　山田　冬の海岸美と歴史探索」と
か き

銘打った今回の企画には首都圏などから２９人が参加。陸

中山田駅を出発した一行は、山田八幡宮や鈴木善幸元首

相像、大杉神社などを散策しながら、途中立ち寄った六

角塔では 藤 仁  志 さん（山田史談会会長）から道を切り
ひと し

開いた 牧  庵  鞭  牛 和尚の説明を受けました。その後は山田
ぼく あん べん ぎゅう

湾を眺めながら出発から約２時間でゴールのかき小屋に

到着、カキ食べ放題を楽しみました。参加した皆さんは、

山田の自然や文化を心行くまで満喫していました。

道の駅やまだでお客さま感謝祭

チャリティーの売上金を寄付
　道の駅やまだでは３月２０日と２１日、「お客さま感謝祭」

を開催しました。日ごろから同施設を利用している町民

の皆さんに感謝しようと行われたもので、２日間で延べ

２,０００人の家族連れなどでにぎわいました。会場では、

ホタテやイカなどの炭火焼コーナーが設けられたほか、

同施設の商品券が当たる抽選会が行われました。また、

大鍋で作るすり身汁を１杯５５円で提供し、売り上げの全

額をハイチ地震の被災者に寄付するチャリティーが行わ

れると、温かいすり身汁を求める人たちで長蛇の列がで

きました。４月２日には同施設の豊間根 章 
しょう

 一 理事長が役
いち

場を訪れ、売上総額３万円を日赤県支部山田分区長の沼

崎喜一町長に手渡しました。寄付金は日赤本社を通じて

被災者に届けられます。

ガールスカウトが町に寄付

困っている人のために使って

温かいすり身汁は２日間とも完
売しました（上写真）／道の駅
やまだの豊間根理事長から売上
金３万円が寄付されました



【１１】

　今月の題字

昆　 由  香 
ゆ か

 里 ちゃん
り

　　　（織笠小３年）

織笠川でサケ稚魚放流会

大きくなって帰ってきてね
　４月１２日、織笠川で「サケ稚魚放流会」が行われ、織

笠保育園の園児と織笠小学校、轟木小学校の児童ら４３人

が参加しました。同放流会は、子供たちにサケ資源の大

切さや川をきれいにする心を養ってもらおうと毎年行っ

ているもので、この日放流したのは三陸やまだ漁協が提

供した体長約６ ㌢ の稚魚５万匹。子供たちはバケツに

入ったサケの稚魚に「大きくなって帰ってきてね」など

と優しく声を掛けながら次々と川に放流すると、元気

いっぱい大海に向かって泳ぎだす稚魚をいつまでも見

守っていました。

豊間根小で交通安全教室

新入生らが交通ルール学ぶ
　町などが主催する交通安全教室が４月１９日、豊間根小

学校（佐々木 茂  人 校長・児童１３４人）で行われました。こ
しげ と

れは、交通安全に対する知識とマナーを理解してもらお

うと町内の学校などで毎年開催しているものです。当日

は、宮古警察署豊間根駐在所の古舘 紀  男 所長と町交通指
のり お

導員から自転車の安全な乗り方や道路の歩き方について

学年に応じた指導が行われました。４月に入学したばか

りの１年生は、大きく手を上げ左右を確認しながら校庭

に描かれた横断歩道を渡るなど、熱心に交通ルールにつ

いて学んでいました。

道の駅で交通安全啓発活動

交通事故の撲滅願い呼び掛け
　４月６日、町交通安全対策運動協議会（会長・沼崎喜

一町長）では、「道の駅やまだ」で交通安全街頭啓発活動

を行いました。春の全国交通安全運動の一環として行わ

れたもので、町交通指導隊や町交通安全母の会の会員な

ど４７人が参加。交通安全を呼び掛けるチラシや圧縮タオ

ル、ティッシュペーパーなどをドライバーに手渡し「ス

ピードを控えて安全運転をお願いします」、「後部座席の

方もシートベルトをしましょう」などと一声掛けながら

交通事故撲滅を訴えていました。



　胃がん検診と肝臓・胆のう・

腎臓検診が、右表の日程で行わ

れます。通知書の日程を確認し、

忘れずに受診してください。ま

だ申し込みをしていない方でも

受診できますので、希望する方

は直接会場へお越しください。

◆受付時間　午前６時半～８時

◆受診料　胃がん検診…１,５００円　肝臓・胆のう・腎臓検診…１,３００円

※受診料は当日会場でいただきます。

◆注意事項　諮検診前日の夜８時から検診終了まで飲食物（アルコール類を含む）

を取らないでください諮検診前日の就寝時まで水、お茶は飲んでも構いません諮

普段から服用している薬はお飲みください諮当日は検診終了までたばこは吸わな

いでください諮当日の朝はできるだけ用便を済ませてからお越しください。

◆問い合わせ　町健康福祉課健康管理係（察８２－３１１１内線１４２）へどうぞ。

胃がん、肝・胆・腎検診を実施

会　　　　　場期　　日対象地区

大 浦 漁 村 セ ン タ ー１０日、１１日大　浦

豊間根生活改善センター１２日～１５日
豊間根
荒　川

織 笠 婦 人 ・ 若 者 等
活 動 促 進 セ ン タ ー

１７日～１９日織　笠

ふ る さ と セ ン タ ー２０日～２２日大　沢

◆検診の日程 〔５月〕

　
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
に
対

し
短
期
の
雇
用
機
会
を
提
供
す
る

「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」を
実
施
し
ま

す
。
同
事
業
に
よ
り
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
選
考
方
法
は

書
類
審
査
（
履
歴
書
）
と
面
接
で
す
。

特
定
健
診
受
診
勧
奨
事
務
補
助
員

▽
勤
務
場
所
　
国
保
介
護
課

▽
募
集
人
数
　
１
人

▽
任
用
期
間
　
６
月
１
日
～
　
月
　

１１

３０

日
（
必
要
に
応
じ
、
最
長
で
　
カ
１２

月
ま
で
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
）

公
有
財
産
管
理
事
務
補
助
員

▽
勤
務
場
所
　
企
画
財
政
課

▽
募
集
人
数
　
２
人

▽
任
用
期
間
　
６
月
１
日
～
　
月
　
日

１１

３０

◆
応
募
資
格
　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
人

◆
賃
金
日
額
　
５
４
０
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
　
町
町
民
課
ま
た

は
役
場
各
支
所
備
え
付
け
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
宮
古

公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
状
を
添

え
て
、
町
総
務
課
に
申
込
者
本
人

が
持
参
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
　
５
月
　
日
１４

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
国
保
介
護
課
国

民
健
康
保
険
係
（
察
　－

３
１
１

８２

１
内
線
１
３
３
）、
町
企
画
財
政

課
管
財
係
（
内
線
４
２
３
）
へ
。

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

山
田
町
緊
急
雇
用
創
出
事
業

　
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま
す

　
残
念
な
が
ら
、
ご
相
談
も
な
く
納

　
休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設

　
町
で
は
、
病
気
や
失
業
な
ど
の
理

由
で
期
限
内
に
納
税
で
き
な
い
方
や
、

仕
事
の
都
合
な
ど
で
平
日
に
相
談
を

受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象
に
、
臨
時

の
休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
納
税
相
談
の
ほ
か
町
税
の
納
付

も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
　
５
月
　
日（
土
）、　
日（
日
）

１５

１６

◇
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
場
所
　
役
場
１
階
　
税
務
課
収
納

対
策
室
（
５
番
窓
口
）

※
証
明
書
の
発
行
な
ど
ほ
か
の
業
務

は
行
い
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
税
金
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
を
支
え
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で

す
。
指
定
さ
れ
た
納
期
限
を
守
っ
て

納
め
ま
し
ょ
う
。

税
の
意
思
が
見
ら
れ
な
い
場
合
や
滞

納
額
が
大
き
い
場
合
な
ど
に
は
、
財

産
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
差

し
押
さ
え
の
対
象
は
、
滞
納
者
の
預

金
や
給
料
、
所
得
税
な
ど
の
還
付
金
、

動
産
（
自
動
車
や
テ
レ
ビ
な
ど
）、
不

動
産
（
土
地
や
建
物
）
な
ど
で
、
昨

年
度
は
４
１
０
件
の
差
し
押
さ
え
が

執
行
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
だ

け
で
対
応
が
難
し
い
場
合
は
、
財
産

や
納
付
能
力
の
専
門
的
な
調
査
を
行

う
「
岩
手
県
地
方
税
特
別
滞
納
整
理

機
構
」
に
依
頼
し
、
法
律
に
基
づ
い

た
財
産
調
査
や
捜
索
、
差
し
押
さ
え
、

公
売
な
ど
の
強
制
徴
収
を
行
い
ま
す
。

　
納
税
は
自
主
納
税
が
基
本
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

自
主
的
に
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
税
務
課
収
納
対

策
室
（
察
　－

３
１
１
１
内
線
１

８２

１
５
、
１
１
６
）
へ
。

　
税
金
は
社
会
を
支
え
る
貴
重
な
財
源

期
限
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う

【１２】

試期日　５月６日（木）

試時間と場所　午前９時～１１時

…㈱エフビー　午後０時半～

２時…道の駅やまだ　午後２

時半～４時…県立山田病院

◆問い合わせ　町健康福祉課健

康管理係（内線１４２）へ。

全血献血行います
皆さんのご協力を

　町では、乳幼児の親や祖父母

を対象とした学習会「たんぽぽ

学級」の参加者を募集していま

す。託児室もありますので、安

心して学習できます。いろいろ

な人と交流して、楽しい子育て

のヒントを見つけてみませんか。

試学習の期間　５月から来年２

月まで（詳しい日程などは、

直接参加者に連絡します）

試対象　０歳から３歳までの乳

幼児を持つ親や祖父母

試申込期限　５月１４日（定員４０

人になり次第締め切ります）

― 託児ボランティア募集 ―

　たんぽぽ学級では、託児室で

子供たちの世話をしていただく

託児ボランティアを募集してい

ます。子供が好きな方であれば

年齢、経験などは問いません。

運営にご協力いただける方は、

担当までご連絡ください。

◆申込先・問い合わせ　町生涯

学習課社会教育係（内線６２３）

へどうぞ。

交流深め子育ての
ヒント見つけよう



【１３】

　Ｂ＆Ｇバレーボール大会が開

催されます。参加希望チームは、

メンバー表を添えて５月１４日ま

でにお申し込みください。

試期間　５月２５日～２６日

試時間　午後６時５０分～

試場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター体

育館

試対象　中学生以上の町民

試内容　６人制バレーボール

試種目　混成の部（女性２人以

上を含む）、女子の部

試参加料　１チーム２,０００円

◆申込先・問い合わせ　町生涯

学習課社会体育係（察８２－

５５０５）へどうぞ。

　町立図書館では、昨年秋の読

書週間で県立図書館が募集した

手づくり絵本・紙芝居８５点を展

示する企画展を開催します。

試期間　５月１３日～１６日

試時間　午前９時～午後５時

試場所　町立図書館（町中央コ

ミュニティセンター内）

※展示本の貸し出しはしません。

◆問い合わせ　町立図書館（察

８２－３４２０）へどうぞ。

まちで出会ったか
わいい笑顔

　町では、幼稚園臨時教諭を募

集します。選考方法は書類審査

（履歴書）と面接です。

試勤務場所　さくら幼稚園

試募集人数　１人

試応募資格　町内に住所があり、

幼稚園教諭の資格がある人

試賃金日額　６,４００円

試任用期間　５月１７日～１０月３１日

※必要に応じ、最長で来年３月

３１日まで期間が延長されます。

試申し込み方法　町町民課また

は役場支所に備え付けの履歴

書に必要事項を記入し、総務

課に提出してください。

試申込期限　５月１２日

◆問い合わせ　町学校教育課総

務係（内線３１３）へ。

◎危険物取扱者試験

試試験種類　甲種、乙種全類、

丙種

試試験日　７月３日（土）

試試験地　宮古市

試受付期間　５月６日～１４日

試願書の請求先　山田消防署

◆申込先・問い合わせ　除消防

試験研究センター岩手県支部

（察０１９－６５４－７００６）へ。

◎防火管理者資格付与講習会お

よび再講習

試日時　６月２２日～２３日

　　　　午前９時～午後５時

※再講習は２１日午後１時半～５時

試場所　宮古地区広域行政組合

消防本部（宮古市）

試内容　甲種防火管理講習

試定員　１００人（再講習は２０人）

試受講料　４,０００円

※再講習は２,０００円

試受付期限　５月１０日

※定員になり次第締め切ります。

◆申込先・問い合わせ　山田消

防署（察８２－３１３９）へ。

５月の町長面談日
試日時　５月１０日（月）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は町総務課内

線４１３へご連絡ください。

バレーボール大会
心地よい汗流そう

手づくり絵本・
紙芝居展を開催

さくら幼稚園で
臨時教諭を募集

危険物取扱者試験
などを実施します

　厚生労働省では、旧主要戦域

における戦没者の遺族（配偶者、

子、兄弟姉妹）を対象に、慰霊

巡拝の参加者を募集しています。

日程や参加費など詳しくはお問

い合わせください。

試実施期間　８月下旬～３月上旬

試実施地域　旧ソ連地域（イル

クーツク州、ザバイカル地方、

アムール州、ハバロフスク地

方）、中国東北地区、インドネ

シア、東部ニューギニア、

ミャンマー、マリアナ諸島、

トラック諸島、フィリピン、

ギルバート諸島、硫黄島

試申込期限　巡拝先により異な

りますので、お問い合わせく

ださい。なお、最も早い旧ソ

連地域（イルクーツク州、ザ

バイカル地方）では５月１５日

が申込期限となっています。

◆申込先・問い合わせ　町健康

福祉課地域福祉係（内線１４９）

へどうぞ。

戦没者遺族の慰霊
巡拝が行われます

　宮古地区広域行政組合では、

皆さんの家庭で不要になった衣

類やおもちゃ、装飾品などの再

利用を促進するため、フリー

マーケットを開催します。

試日時　５月３０日（日）

　　　　午前９時～正午

※雨天の場合は中止となります。

試場所　みやこ広域リサイクル

センター（宮古市小山田）

― 出店者を募集します ―

　上記フリーマーケットに出店

を希望する方は、５月２１日まで

に電話でお申し込みください。

試売場面積　１人２.５㍍×２.５㍍

試出店料　無料

※出店場所に敷くシートは、出

店者が用意してください。

◆申込先・問い合わせ　みやこ

広域リサイクルセンター（察

６４－７１１１）へどうぞ。

フリーマーケット
宮古で開催します

県職員と警察官
採用試験を実施

　県職員と警察官の採用試験が

実施されます。　

◎県職員（Ⅰ種）

試受験資格　①昭和５３年４月２

日～平成元年４月１日生まれ

の人②平成元年４月２日以降

の生まれで、大学を卒業か来

年３月までに卒業見込みの人

試試験日　６月２７日（日）

試試験地　滝沢村、東京都

◎警察官Ａ

試受験資格　昭和５２年４月２日

以降の生まれで、大学を卒業

か来年３月までに卒業見込み

の人

試試験日　７月１１日（日）

試試験地　盛岡市

◆受付期間　５月６日～３１日

◆申込書の請求先　県人事委員

会事務局

※インターネットでの申し込み

も受け付けます。詳しくは県

人事委員会のホームページ

（http://www.pref.iwate.jp/
~hp０７４１/）をご覧ください。

◆申込先・問い合わせ　県人事

委員会事務局職員課任用担当

（察０１９－６２９－６２４１）へ。

５月の行政相談
試日時　５月２０日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　町中央コミセン

※行政について納得できない

ことなどご相談ください。

　町では、３月３１日までに新型

インフルエンザの予防接種をし

た人のうち、下記に該当する人

に対し費用の一部を助成してい

ます。申請がお済みでない方は、

期限までに申請してください。

試助成対象者　諮妊婦諮１歳か

ら就学前までの幼児諮生活保

護を受けている人諮世帯全員

の町民税が非課税である人

試助成額　１回目　３,６００円

　　　　　２回目　２,５５０円

試持参する物　新型インフルエ

ンザ予防接種済証（接種した

日とワクチンの種類が分かる

場合は母子手帳でも構いませ

ん）、接種費用の領収書、振込

先の預金通帳、印鑑

試申請期限　５月３１日

◆申請先・問い合わせ　町健康

福祉課健康管理係（内線１４２）

へどうぞ。

新型インフル助成
申請は５月末まで



【１４】

　
町
で
は
、
山
田
町
高
齢
者
大

学
の
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
同
大
学
は
、
お
お
む
ね
　
歳
６５

以
上
の
町
民
を
対
象
に
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
生
涯

学
習
の
一
環
と
し
て
、
年
間
を

通
し
た
継
続
的
な
学
習
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
大
き
く
分
け
て

中
央
教
室
と
地
区
教
室
の
２
種

類
。
中
央
教
室
は
全
地
区
を
対

象
と
し
、
講
演
会
な
ど
総
合
的

な
学
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

地
区
教
室
は
▼
豊
間
根
▼
大
沢

▼
山
田
▼
織
笠
▼
船
越
▼
田
の

浜
▼
大
浦
―
―
の
７
教
室
に
分

か
れ
、
学
級
委
員
が
中
心
と
な
っ
て

県
内
名
所
旧
跡
の
視
察
や
町
民
芸
術

祭
へ
の
参
加
作
品
制
作
な
ど
、
地
区

ご
と
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容

で
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
入
学
を

希
望
す
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
開
講
式

▽
日
時
　
５
月
　
日
（
火
）

２５

　
　
　
　
午
前
　
時
～

１１

▽
場
所
　
申
し
込
み
受
け
付
け
の
際

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限
　
５
月
　
日
１７

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
健
康

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
（
察
　－８２

３
１
１
１
内
線
１
４
８
）
へ
。

高齢者大学の入学生を募集

秒
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
田
中
女
子
は
、
主
力
選

手
２
人
を
け
が
で
欠
く
と
い
う
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

出
場
選
手
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、
男
子
と
同
じ
く

一
度
も
首
位
を
明
け
渡
さ
ず
に
　
分
５７

　
秒
で
優
勝
。
男
女
同
時
優
勝
は
、

４３同
校
で
は
初
の
快
挙
、
同
大
会
で
は

　
年
ぶ
り
３
校
目
と
な
り
ま
す
。

１６　
男
子
主
将
の
昆
 充
 君
は
「
本
大
会

み
つ
る

で
は
大
会
記
録
の
更
新
を
目
標
に
し

て
い
ま
し
た
。
秋
の
県
駅
伝
競
争
大

会
で
は
優
勝
し
、
全
国
大
会
で
入
賞

を
目
指
し
ま
す
」、
女
子
の
ア
ン

カ
ー
を
務
め
た
田
村
 泉
  子
 さ
ん
は

も
と
 
こ

「
出
ら
れ
な
か
っ
た
部
員
の
た
め
に

一
生
懸
命
走
り
ま
し
た
。
秋
の
大
会

わ
れ
、
中
学
校
男
子
の
部
に
１
２
８

チ
ー
ム
、
女
子
の
部
に
は
１
２
３

チ
ー
ム
が
参
加
。

 　
山
田
中
男
子
は
一
走
か
ら
快
調

に
飛
ば
し
２
位
に
　
秒
差
で
二
走
に

１３

た
す
き
を
つ
な
ぐ
と
、
各
選
手
が
力

強
い
走
り
を
み
せ
、
最
後
ま
で
首
位

を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
２
位
に
　
秒
４１

の
大
差
を
つ
け
て
ゴ
ー
ル
。
大
会
記

録
を
　
秒
更
新
す
る
１
時
間
３
分
　

１０

３３

　
４
月
　
日
に
開
催
さ
れ

１８

た
第
　
回
盛
岡
市
内
一
周

６５

継
走
大
会
で
、
山
田
中
学

校
（
佐
々
木
 毅
 校
長
・
生

つ
よ
し

徒
５
３
７
人
）
が
男
女
共

に
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
同
大
会

は
盛
岡
市
の
県
営
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
を
発
着
点

と
す
る
周
回
コ
ー
ス
で
行

男
女
同
時
優
勝
を
果
た
す

で
も
連
覇
で
き
る
よ
う
に
み
ん
な
で

頑
張
り
た
い
」
と
次
の
目
標
に
向
け
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

▽
出
場
選
手

男
子
…
写
真
左
か
ら
昆
充
、
濱
登
 貴
 

た
か

 也
 、
内
舘
 航
  大
 、
佐
々
木
 樹
  希
  弥
 、

や
 

こ
う
 
だ
い
 

じ
ゅ
 
き
 

や

阿
部
 俊
  介
 （
い
ず
れ
も
３
年
）

し
ゅ
ん
 す
け

女
子
…
写
真
左
か
ら
福
士
 恵
 
（
３
年
）、

め
ぐ
み

佐
々
木
 彩
  華
 （
２
年
）、
倉
本
 愛
  里
 

さ
や
 
か
 

あ
い
 
り

（
３
年
）、
田
村
泉
子
（
２
年
）

男
女
同
時
優
勝
を
果
た
し
た
山
田
中
の
男

子
駅
伝
部
（
上
写
真
）
と
女
子
駅
伝
部

盛
岡
市
内
一
周
継
走
大
会
で
山
田
中
が
快
走



【１５】

№２６
　このコーナーでは、町管理栄養士や山田町食生活改

善推進員連絡協議会の皆さんが手軽にできるお弁当や

郷土料理、旬の食材を使った料理などをご紹介します。

今回は、今が旬の真マスを使ったマスのレモンバター

ソース添えです。

マスのレモンバターソース添え

157

Vol.

ま
す
」
と
明
る
い
店
内
で
お
客
さ
ん

を
迎
え
ま
す
。

　
学
生
時
代
に
は
部
活
動
に
打
ち
込

ん
だ
と
い
う
前
山
さ
ん
。
中
学
校
で

は
吹
奏
楽
部
で
厳
し
い
練
習
の
日
々

を
送
っ
た
ん
だ
と
か
。
「
礼
儀
作
法

か
ら
み
っ
ち
り
と
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

す
ご
く
大
変
で
し
た
ね
」
と
言
い
な

が
ら
も
「
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
っ
た

お
か
げ
で
東
北
大
会
に
も
出
場
で
き

た
し
オ
ラ
ン
ダ
で
の
公
演
に
も
参
加

で
き
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
公
演
は
す

べ
て
が
夢
の
よ
う
で
し
た
」
と
貴
重

な
体
験
談
を
話
す
そ
の
表
情
は
ぱ
っ

と
明
る
く
な
り
ま
す
。
当
時
の
仲
間

と
は
今
で
も
休
日
に
な
る
と
買
い
物

　
「
ま
た
お
店
に
来
た
い

と
思
わ
れ
る
よ
う
に
明
る

く
笑
顔
を
心
掛
け
て
カ
ウ

ン
タ
ー
に
立
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
前
山
沙

也
加
さ
ん
。
船
越
の
コ
ン

ビ
ニ
で
働
き
２
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。
仕
事
は
レ

ジ
の
ほ
か
店
内
や
自
動
販

売
機
へ
の
商
品
補
充
、
店

内
清
掃
と
大
忙
し
で
す
。

「
初
め
は
仕
事
の
流
れ
が

分
か
ら
な
く
大
変
で
し
た

が
店
長
さ
ん
を
は
じ
め
皆

さ
ん
明
る
い
方
々
な
の
で

楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て
い

前　山　 沙  也  加 さん（大沢・２３）
さ や か

明
る
く
笑
顔
で
対
応
し
て
い
ま
す

に
出
掛
け
る
な
ど
、

素
敵
な
交
流
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
前
山
さ
ん

に
将
来
の
夢
を
尋
ね

る
と
「
明
る
い
家
庭

を
築
き
た
い
で
す
ね
。

子
供
が
好
き
な
の
で

２
、
３
人
は
ほ
し
い

か
な
」
と
話
す
そ
の

表
情
は
周
り
の
人
ま

で
明
る
く
す
る
素
敵

な
笑
顔
で
し
た
。

【材料（４人分）】

マス…４切れ　ニンジン…１/２本　パセリ…２本

玉ネギ…１/２個　レモン汁…大さじ１

水…４００cc　バター…２０㌘　塩、コショウ…各少々

碓Ａ!レモン汁…大さじ２　バター…５０㌘
【作り方】

①　ニンジン・玉ネギは薄切りにする。鍋に水４００cc

を入れ、薄切りにした野菜、パセリの茎２本、レモ

ン汁大さじ１を加えて野菜が柔らかくなるまで中火

で煮る。塩、コショウを少々加えてゆで汁をこし冷

ましておく。

②　浅い鍋にバターをぬり、マスを並べて①のゆで汁

をひたひたに注ぎ、塩とコショウを加えて中火で煮

る。煮立つ直前に火を弱め、紙ぶたをして煮立てな

いように７～８分くらいゆでる。

③　鍋に①のゆで汁１/４カップを入れ、半分になるま

で煮詰める。碓Ａ! を加えて弱火で加熱し、レモンバ
ターソースを作る。

④　皿に③のソースを注ぎ、その上にマスをのせて刻

んだパセリを散らせば出来あがり。お好みで①のゆ

で野菜を使って作ったマッシュポテトや、さいの目

に切ったトマトを添えれば彩りよい一品が出来上が

りますよ。

ワンポイントアドバイス
　レモンのさわやかな酸味と

バターのまろやかさがマスの

おいしさを一層引き立てます。

　山田町食生活改善推進員連

絡協議会の木村 惠  美  子 さん
け み こ

（豊間根・63）



「広報やまだ」は環境に優しい再生紙と
大豆油インキ（植物油）を使用しています。 【１６】

５
月
１
日
号

N
o.9
6
2

広報

発
行
／
岩
手
県
山
田
町
　
〒
０
２
８－

１
３
９
２
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
八
幡
町
３－

　
　
緯
０
１
９
３－

８
２－

３
１
１
１
　
編
集
／
総
務
課

２０

◆
こ
の
春
、
か
わ
い
い
７
人
が
加

わ
っ
た
荒
川
小
の
入
学
式
を
取
材
。

「
何
で
も
一
人
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
校
長
先
生

の
お
話
し
に
姿
勢
を
正
し
て
聞
い

て
い
ま
し
た
▼
広
報
２
年
生
で
す

が
い
ま
だ
に
取
材
、
編
集
と
日
々
、

悪
戦
苦
闘
…
わ
た
し
も
背
筋
を
伸

ば
し
て
聞
い
た
次
第
で
す
。

◆
こ
の
気
候
、
ど
う
な
っ
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
。　

日
に
行
わ
れ
た

１７

旅
行
村
「
花
ま
つ
り
」
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
雪
が
降
る
中
で

取
材
し
ま
し
た
。
寒
い
中
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
せ
め
て
大

型
連
休
前
に
は
満
開
に
咲
き
そ

ろ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。
●文 ●政 

※敬称略、（　）内は地区名・保護者・

　性別です。

花　﨑　 晄 　 平 
こう へい

（豊間根・秀平・男）

佐々木　 大 　 希 
だい き

（豊間根・義明・男）

尾　形　 琉 　 輝 
りゅう き

（豊間根・伸悟・男）

佐々木　ら　い
（船越・学・女）

昆　野　 惇 　 平 
じゅん ぺい

（織笠・寿人・男）

おめでた・おくやみ

３月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　坂本 果  穂 （祐一・女）、中村 心  春 （尚
か ほ み はる

司・女）、内疏 麗 （重人・女）、山﨑 結  渡 （裕
うらら ゆい と

也・男）、山﨑 愛  虎 （正志・男）、森 心  音 （弘
あい と し おん

樹・女）、湊 亜  門 （昭・男）
あ もん

試船越　小林 海  士 
かい じ

（茂勝・男）、佐々木 琉  良 
る い

（一徳・男）、横田 榎  莉  奈 （健司・女）、堀合 陽 
え り な はる

 登 （重徳・男）
と

試田の浜　田代 一  真 （智巳・男）
かず ま

試織笠　稲川 拓 （勝仁・男）、稲川 颯  介 （伸・
たく そう すけ

男）、佐藤 大  翔 （信明・男）
ひろ と

試大沢　貫洞 玖  仁 （康弘・男）
ひさ と

試豊間根　佐々木ひまり（学・女）、芳賀 來  歩 
らい あ

（純一・男）

試石峠　藤岡 慈 （大樹・男）
じん

〔結婚した二人〕（　）は住所

 井裕士（船越）・誕田美夏（船越）

阿部伸（東京都日野市）・清水愛美（船越）

三浦功（宮古市）・阿部智子（中央町）

髙橋俊章（藤沢町）・川端幸子（山田）

後藤健太郎（豊間根）・上野葉月（宮古市）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　赤平フミ（９３）、長谷川豊吉（８８）、

 藤昭子（８０）、関夘一郎（９１）、遠藤隼夫

（７５）、齊藤光星（２０）、梅澤ソヨ（９１）、 藤

陸男（７４）、武藤キエ（７３）、千代川キエ（９０）、

 藤昭三（８２）、武藤ヨシ子（７６）

試船越　大畑タカノ（９１）、川村重 （９２）、

山﨑福右衛門（９９）、山﨑安三（７５）

試田の浜　 藤喜也子（７２）、黒澤カツ（８０）

試大浦　福舘カ子ヨ（８７）

試織笠　内海康陽（６８）、中村陽子（６５）、佐々

木テル（８６）、倉澤ミサヲ（９４）

試大沢　福士留治（６６）

試豊間根　芳賀喜七（９０）、佐々木重太（８７）、

尾形トメ（６９）

試荒川　斉 勝（５０）

町民のうごき
（３月 1 日～３１日）

試出生……22人　　試転入……109人

試死亡……31人　　試転出……143人

試人口…19,461人（今月減43人）

　男…9,372人　女…10,089人

試世帯数………………7,210世帯

　「やまだまち女性セミナー」は、講義

形式の全体学習と各種共催事業など幅

広いメニューで地域へ根ざした学習へ

の取り組みを進め、地域活動や自主活

動に生かしていこうと開催している講

座です。成人であれば性別問わずどな

たでも参加できますので、あなた自身

の生涯学習の場として参加してみませ

んか。

◇開設期間　６月～来年２月（詳しい

日程は直接受講生に連絡します）

◇学習内容　環境問題、移動学習、共催事業「福祉バザー」など

◇年会費　５００円

◆申込先・問い合わせ　町生涯学習課社会教育係（察８２－３１１１

内線６２３）へどうぞ。

昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年年年年年年年年年年９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月にににににににににに行行行行行行行行行行わわわわわわわわわわれれれれれれれれれれ昨年９月に行われたたたたたたたたたたた

陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室のののののののののの様様様様様様様様様様陶芸教室の様子子子子子子子子子子子

女女性性セセミミナナーー開開講講ししまますす女性セミナー開講しま女性セミナー開講しますす
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